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地域包括ケア推進と特別養護老人ホームの社会化
―山形県の特別養護老人ホームのアンケート調査を通して―
下村　美保
　２０００年の社会福祉基礎構造改革により社会福祉法が施行され「地域福祉」の用語が明記
され、日本の社会福祉は「地域福祉の時代」を迎えた。また、２００５年の介護保険法の改正
により「地域包括支援センター」も設置され、それにより、介護が必要になっても身近な
日常生活圏域で生活が継続できるような支援体制も進められている。地域に密着した小規
模のサービスが整備されていく中で、大型の入所施設である特別養護老人ホームにおいて
も地域の拠点として施設内の福祉だけでなく地域の福祉を推進することが期待されてい
る。そこで、山形県の特別養護老人ホームの「施設の社会化」についてアンケート調査を
通して実態を把握し、地域包括ケアの推進が求められる今日においての特別養護老人ホー
ムの課題を明らかにする。
はじめに
　今日の我が国においては、少子高齢化や家庭機能の脆弱化、地域社会での人間関係
の希薄化、低経済成長により、誰もがいつ生活課題を抱えてもおかしくない状況であ
る。そのような中、社会福祉制度を利用することは特別なことではなく、国民全体の
生活の安定を支えるうえで必要不可欠なものとなっている。終戦直後に整えられた我
が国の社会福祉制度は生活困窮者対を前提としたものであり選別主義の考え方のもと
５０年間維持されてきた。しかし、社会福祉の制度は国民誰しもを対象とした普遍的な
ものとなることへの期待がなされ、抜本的に見直すべく２０００年に社会福祉基礎構造改
革１）が行われた。
　社会福祉基礎構造改革の考え方のもと、併せて介護保険法の制定や法改正により社
会福祉法の中で「地域福祉」の用語が明記され、日本の社会福祉は「地域福祉の時代」
を迎えたのである。介護保険法では、実施主体は市町村とされ、その地域の実情に
合ったサービスを展開することが求められた。また、２００５年６月の介護保険法等の改
正では、「地域密着型サービス」が創設され、「地域包括支援センター」が設置される
こととなった。このような流れは、要介護者を対象とした大型施設で隔離収容するこ
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とが主であった高齢者の分野での社会福祉の見直しが求められていたと言える。住み
慣れた地域で、出来るだけこれまでの人間関係の中で普通の暮らしをしていくことの
要望、また、介護が必要になることをできる限り予防するべく地域社会で取り組むこ
とへの要請など、ノーマライゼーションやコミュニティケアの考え方を反映させたも
のである。
　また、介護保険によるサービスでは施設は小規模化され地域に密着化されていく中
で、大型施設である特別養護老人ホームの存在意義を問い直す事が必要となっている
のではないか。２０１３年５月に発表された「地域包括ケア研究会（２０１２年度、第３回）
報告書」では、介護保険施設２）は「重度の要介護者を中心に地域の介護サービスの
重要な役割を担っている」とされた３）。また、羅珉京（２０１４）は特別養護老人ホーム
は介護保険施設であると同時に、非営利組織かつ社会福祉法人施設であることを言及
し、介護保険施設と社会福祉法人施設としての両輪の均衡を崩さずに展開すること、
存在意義を見出すために社会福祉法人として持つ福祉理念を具体化し、専門的機能を
地域に展開するという地域包括ケアを進めることの役割を指摘している４）。これらの
ことから、特別養護老人ホームは地域包括ケア推進の有機的な連携をはかるうえで地
域のサービス拠点となることが期待されていると言える。そこで、１９７０年代より議論
され始めた施設の社会化について山形県内の特別養護老人ホームの実態を明らかに
し、社会福祉法人として地域社会に開けた施設となり地域包括ケア推進の役割を担う
上での課題を明らかにする。
※特別養護老人ホーム：本稿では、介護保険法での施設サービスとしての介護老人福
祉施設（定員３０名以上）を大型の特別養護老人ホームとする。また、介護保
険法での地域密着型サービスとしての地域密着型介護老人福祉施設入所者生
活介護（定員２９名以下）の特別養護老人ホームは小規模の特別養護老人ホー
ムとする。大型の特別養護老人ホームには、従来型とユニット型が含まれる。
Ⅰ　地域包括ケアについて
　少子高齢化による人口構造の変化や低経済成長による影響より我が国において様々
な生活課題が浮き彫りになりその解決策が検討されている。中でも高齢者の分野にお
いては高齢者のケアニーズの増大、単独世帯の増大、認知症を有する者の増加が想定
される。そこで、「地域」という枠組みの中で、どのように効率的にサービスを促進
していくか、また、施設間および職種間の連携強化による切れ目のないサービス提供
とそれによる利用者の生活の質（ＱＯＬ）の向上をどのように目指していくかという
課題のもと「保健・医療」、「福祉」の分野において地域包括ケアシステムの概念が定
着している。
　地域包括ケアシステムが初めて出たのは、２００３年６月に発表された高齢者介護研究
会の報告書「２０１５年の高齢者介護～高齢者の尊厳を支えるケアの確立に向けて（以下
「２０１５年の高齢者介護」）」であり、「地域包括ケアシステムの確立」が提起された。そ
の内容は「要介護高齢者の生活をできる限り継続して支えるためには、個々の高齢者
の状況やその変化に応じて、介護サービスを中核に、医療サービスをはじめとする
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様々な支援が継続的かつ包括的に提供される仕組みが必要である」である。そして、
地域包括ケアシステムは介護保険制度の改革の中の位置づけとして、介護サービスが
「中核」であるとされた。また、全国一律な取組みを目指すのではなく、「地域の実情
に合ったいろいろなシステム」、「地域ネットワーク」を強調している５）。次に、２００８
年６月には、「社会保障国民会議第二分科会（サービス保障（医療・介護・福祉）中
間とりまとめ）」では、地域包括ケアの実現に向けて「（略）医療や介護のみならず、
福祉サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場（日常生活圏域）で用
意されていることが必要であり、同時に、サービスがバラバラに提供されるのではな
く、包括的・継続的に提供できるような地域での体制（地域包括ケア）づくりが必要
である。」と提案された６）。その後、２００９年の「地域包括ケア研究会（２００８年度、第
１回）報告書」は、地域包括ケアシステムの定義を「ニーズに応じた住宅が提供され
ることを基本とした上で、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護
のみならず、福祉サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場（日常生
活圏）で適切に提供されるような地域での体制」と示した。本報告書は「ニーズに応
じた住宅が提供されること」を基本とするとともに、「医療や介護」等のそれぞれの
サービスを同格に位置づけた。また、ここでも「地域包括ケアシステムは、全国一律
の画一的なシステムではなく、地域ごとの特性に応じて構築されるべき」と強調して
いる７）。２０１１年６月に成立した「介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律」では、第５条３項に地域包括ケアシステムの理念について「国及
び地方公共団体は、被保険者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応
じ自立した日常生活を営むことができるよう、保険給付に係る保健医療サービス及び
福祉サービスに関する施策を、医療及び居住に関する施策との有機的な連携を図りつ
つ包括的に推進するよう努めなければならない」と規定している。それにより、地域
包括ケアシステムは、「医療、介護、予防、住まい、生活支援サービス」の５つの要
素から構成されるとされた８）。
　さらに、２０１５年から２０１７年までの第６期介護保険計画では、「地域包括ケア計画」
と位置づけ、在宅医療との連携強化が盛り込まれている９）。そして、鏡諭は、地域包
括ケアの５つの視点として①医療との連携強化、②介護サービスの充実強化、③予防
の推進、④見守り、配食、買い物など、多様な生活支援サービスの確保や権利擁護な
ど、⑤高齢期になっても住み続けることのできるバリアフリーの高齢者の住まいの整
備を挙げ、これらの取組が包括的（利用者のニーズに応じた適切な組み合わせによる
サービス提供）、継続的（入院、退院、在宅復帰を通じて切れ目ないサービス提供）
に行われることが必須としている１０）。
　以下に地域包括ケア推進の概要図を示す。
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出典：厚生労働省「地域包括ケアシステム」１１）
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○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。
○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要です。
○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。
地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特
性に応じて作り上げていくことが必要です。
　以上のように、「医療」「介護」分野における課題に取り組むべく地域に応じた地域
包括ケア推進の必要性が示されているが、中でも、「保険給付に係る保健医療サービ
ス及び福祉サービスに関する施策を、医療及び居住に関する施策との有機的な連携を
図りつつ包括的に推進」するための具体的な方策を思案することが重要となる。
Ⅱ　特別養護老人ホームの社会化について
　「施設の社会化」については、施設が整備されてくる過程で、その施設のもつ様々
な弊害１２）の中から、１９７０年代に盛んに論議されはじめた。１９６９年には国民生活審議
会コミュニティ問題小委員会報告「コミュニティ−生活の場における人間性の回復
−」が出された。これを契機に社会福祉の分野においては、１９７１年には中央社会福祉
審議会の答申「コミュニティ形成と社会福祉」が出され、「社会福祉の対象を収容施
設において保護するだけでなく、地域社会すなわち居宅において保護を行い、その対
象者の能力のより一層の維持発展をはかろうとするもの」とコミュニティケアについ
て捉えられている１３）。また、この時期は“人間らしい暮らしとは”“地域の中で様々
な関わりの中で暮らすことの重要性”を認識させるノーマライゼーションの実現へ向
けた考え方と相まって、これまでの施設収容中心のケアのあり方を問い直し、コミュ
ニティケアの考え方に基づいて施設やサービスのあり方を考えていこうという流れの
始まりである。
　高度経済成長期を背景に従来の収容施設における保護は、効率性や生産性を重視し
た介護する側の視点に立った発想といっても過言ではない。それは、高齢者なら高齢
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者、障害者なら障害分野毎に分類し生活の場である地域から離れた土地に大型の施設
を建て、効率的なケアが行われていたことから言える。これまでの施設は利用者を地
域から切り離し、隔離、閉鎖的な空間での生活の場となり、利用者の社会的適応、社
会復帰を妨げたり、自主性、自立性を損なうものであった。しかし、ノーマライゼー
ションやコミュニティケアの考え方の普及に伴い、施設のあり方を見直し、施設の利
用者の生活や、地域の社会資源としての社会福祉施設のあり方を問いなおそうという
主張が多く出されたのである。そのような背景の中、施設の社会化・地域化の取り組
みも行われた。
　施設の社会化の論議や実態調査については、いく人かの研究者によって１９７０年代後
半から展開されてきた。そして、初めて１９７５年に「施設の社会化」の諸側面を（１）
処遇の社会化、（２）運営の社会化、（３）問題の社会化と規定したのは、東京都社会
福祉協議会のもとに組織化された副田義也らの研究グループだと言われている１４）。ま
た、代表的なものとして大橋謙策（１９７８）、秋山智久（１９７８）、牧里海治（１９８０）（１９８３）
が論文を発表している。まず、大橋謙策によると１５）、「施設の社会化」論には、“施設
の社会化”と“施設の地域化”という二つの内容が含まれていると主張されている。
そして“施設の社会化”については、社会福祉行政が他の関連行政と結びつかないこ
と、また社会福祉行政の中でも、他の社会福祉施設と結びついていないという二つの
意味での縦割り志向だという課題があると述べている。例として、前者については高
齢者の分野で考えると、高齢者の学習、文化、スポーツ活動を奨励・援助すべき社会
教育行政との有機的な結びつき、また、後者については、高齢者施設と老人福祉セン
ターや老人クラブとの連携を挙げている。次に“施設の地域化”については、施設そ
れ自体の地域化の問題が含まれていて、施設の地域化問題を四つに分類している。そ
れは①施設入所者の地域化、②施設の地域化、③施設職員の地域化、④機能の地域化
の問題である。また、入所者の生活圏拡大と地域化、自立化の重要性について指摘し、
最後に施設の社会化・地域化を達成するためには社会福祉施設それ自体が地域住民に
とって、どう社会資源として活用されるのかを真剣に考えることの必要性に言及して
いる。
　次に、秋山智久によると１６）、施設社会化の促進勢力について「（１）従来の収容施
設の隔離・保護から脱出して、社会復帰のために＜閉ざされた＞状況を拒否し始めた
施設利用者とその家族、（２）そのことを理論的にも認識し始め、さらに＜社会化＞
されることが、施設利用者の治療、教育、援助などのためにも必要であることを実感
し始めた施設関係者、（３）社会の変動の中の生活不安によって、社会資源としての
社会福祉施設を自らに引きつけて感じ始めた地域住民、（４）これらの動向を感知し、
または、先取りして＜コミュニティ＞志向を始めた福祉行政」というように４つに集
約している。これは、処遇の社会化とサービス需給対象者の拡大を求めるものだと言
える。そして、施設の社会化の定義について「社会福祉施設の社会化とは、社会保障
制度の一環としての社会福祉施設が、施設利用者の人権保障、生活構造の擁護という
公共性の視点に立って、その施設における処遇内容を向上させると共に、その置かれ
たる地域社会の福祉ニードを充足・発展させるために、その施設の所有する場所・設
備・機能・人的資源などを地域社会に開放・提供し、また、地域社会の側からの利
用・学習・参加などの働きかけ（活動）に応ずるという、社会福祉施設と地域社会と
の相互作用の過程をいう」と示している。
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　また、牧里海治によると１７）１８）、社会福祉施設と正式に呼称されているはずの施設が
なぜ社会化と銘うって論議されなければならないのかと疑問を投げかけている。施設
社会化の意味するところは、現実には、社会福祉施設が地域社会に開かれた装置に変
革されることにあるとし、「社会化」を「地域化」と読み替えて使用している。そして、
施設地域化の枠組みを検討することで施設地域化の意味を考察している。その枠組み
については、「（施設情報の公開）①施設理解への取り組み」、「②ボランティアの受入
れ」、「③施設設備・機能の地域開放」、「④施設処遇の地域化」、「⑤施設運営の民主化」
の５つの局面から構成されていると示したのである。
　「施設の社会化・地域化」については、約４０年前に遡り議論や調査が展開されてき
たが、現代においても社会福祉施設が社会化・地域化しているとは言い難い状況であ
るのではないか。
　１９７０年代は、収容施設が絶対的に不足している状況であることから収容施設の拡充
を進める一方、１９７９年には、『在宅福祉サービス戦略』を全国社会福祉協議会が設置
した「在宅福祉サービスの在り方に関する研究委員会」が公表するなど、収容施設の
整備計画とコミュニティケアの考え方による地域福祉施設の構想という２つの相反す
る政策が並行した時期と言える１９）。
　１９９０年代以降は、１９９０年の福祉八法改正により、市町村に老人保健福祉計画の策定
が義務付けられ、市町村の責任として福祉サービスの量の確保と施設整備およびサー
ビスの提供が展開された。また、中学校区に１ヵ所、全国１０，０００ヵ所の設置を目標と
し在宅介護支援センターが制度化され、地域の総合的な在宅生活の支援を目指した在
宅サービス整備の時期である。
　また、２０００年には、「社会福祉基礎構造改革」により、法改正の中で社会福祉法に
「地域福祉」の用語が明記され、日本の社会福祉は「地域福祉の時代」を迎えた。社
会福祉基礎構造改革の考え方に基づき、法改正、介護保険制度の導入、２００２年度から
の全室個室・ユニットケアを特徴とする新型特別養護老人ホームの整備等が行われ
た。また、２００５年６月の介護保険法等の改正では、「地域密着型サービス」が創設さ
れ、「地域包括支援センター」が設置されることとなった。それにより、身近な日常
生活圏域で高齢者の生活の継続性を確保できるように、より地域に密着したサービス
に取り組むことへの期待が深まった。このように、施設の形態はユニットケアや小規
模多機能型、また、サテライト事業等のように小規模化され地域に根付いた取り組み
が促進されるような形で展開された。
　そこで、従来からの大型の収容施設とされる特別養護老人ホーム等のあり方につい
て検討することの必要性が認識される。２００９・２０１０年の「地域包括ケア研究会（２００８
年度、第１回）・（２００９年度、第２回）報告書」では「施設を一元化して最終的には住
宅として位置づけ、必要なサービスを外部からも提供する仕組みとすべき」とされ、
「特養解体論」との反発の声も挙がるのである２０）２１）。しかし、２０１３年５月に発表され
た「地域包括ケア研究会（２０１２年度、第３回）報告書」では、「特養解体論」的表現
は使用せず、介護保険施設は「重度の要介護者を中心に地域の介護サービス提供の重
要な役割を担っている」との肯定的な位置づけとしたのである２２）。地域福祉または、
地域包括ケアの考え方をもとに社会福祉施設やサービスは小規模化に向かっている
が、要介護高齢者の生活の場とされる大型の特別養護老人ホームの「社会化・地域化」
の必要性や役割についての検討は重要な課題であると言える。そこで、地域包括ケア
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推進のための有機的な連携をはかるうえで拠点となることが期待されている２３）大型
の特別養護老人ホームについて山形県内の施設を対象とした「施設の社会化・地域
化」の実態調査を行った。
Ⅲ　山形県の特別養護老人ホームの「施設の社会化」の現状
１．調査目的
　前章で述べてきたように地域包括ケアの推進や施設の社会化について議論されてき
ているが、介護保険制度が創設されてから１５年が経過し、特別養護老人ホームを取り
巻く環境は大きく変化している。特別養護老人ホームについても、従来までの大型施
設が多い中、ユニット化や地域密着型などに類型化もされ、また、その他の介護サー
ビスにおいてもグループホームや小規模多機能型などの地域に密着した小規模なサー
ビスが主流となっている。そのような状況下において、大型の特別養護老人ホームの
存在意義を問い直すことが重要であると考えるが、大型の特別養護老人ホームは、施
設機能やこれまでの取り組みで蓄積されてきたネットワークを活かして地域包括ケア
の拠点となることや、社会福祉法人としての社会貢献の役割が期待されている。そこ
で、本研究では、その前提であると考えられる大型の特別養護老人ホームの社会化の
実態について把握し、課題を明らかにすることを目的とする。大型の特別養護老人
ホームが地域包括ケアの拠点となるためには、その施設自体が既に地域社会に開かれ
地域住民の身近な施設となる事、つまり、社会化されていなければ役割は果たせない
と考えるからである。また、調査を進めることで施設の社会化についての施設側の意
識が高まることもねらいとする。さらに、本調査は筆者の今後の地域包括ケア推進や
施設の社会化に関する研究の基礎調査と位置付ける。筆者は山形県で介護福祉士の養
成に携わっていることから、地元の実態を把握し介護福祉士の養成教育に活かすこと
も視野にいれ山形県での調査に意義を見出した。
２．調査方法
　調査対象は、山形県内の大型の全特別養護老人ホーム１２０か所の生活相談員とした。
利用者家族の相談にのることや利用者の生活の改善や質を高めることなどのソーシャ
ルワークを主な業務とすることから、施設の社会化を推進する中心的立場であると考
えたからである。調査は、無記名自記式のアンケート調査として、研究趣旨や倫理的
配慮について明記して郵送調査とした。また説明と同意のもと調査協力を依頼した。
調査期間は、２０１５年１１月６日から１１月１９日であった。回収された回答については十分
に倫理的に配慮した。
　本研究では、調査配布数１２０名分に対し７０名の調査票が回収できた。（有効回答率
５８．３％）
３．調査内容
　調査内容は、対象者の基本属性（性別、年齢、最終学歴、勤務年数）、施設の概要（開
設年、利用人数、構造、併設サービス、他世代施設との併設・合築・複合、他機関と
の併設・合築・複合、交流ホールの有無、ボランティアコーディネート担当職員の有
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表１．施設の社会化の調査内容
①　施設運営の社会化 １１項目
②　ボランティアの受け入れ ５項目
③　施設設備機能の地域開放 ５項目
④　利用者の生活圏の拡大 ８項目
無）、施設の社会化（施設運営の社会化、ボランティアの受け入れ、施設設備機能の
地域開放、利用者の生活圏の拡大）、多世代との交流（併設・合築・複合施設や機関
との交流、他世代施設や機関との交流）で構成した。
　施設の社会化の尺度は、牧里海治の施設の社会化の指標を参考にして岩井一広ら
（２０１３）が作成したものを参考にした２４）。牧里海治は（前掲の「Ⅱ特別養護老人ホー
ムの社会化について」でも述べたが）初めて施設の社会化について包括的に捉えて調
査した東京都社会福祉協議会の基本的枠組みや、秋山智久、大橋謙策による施設の社
会化の定義や枠組み、また、マレー・ロス（米）のコミュニティ・リレーションズに
ついても我が国との違いを考慮し考察し、指標を作成している。また、岩井一広らは
牧里海治の指標を今日における尺度となるよう施設の自己評価の公開や、第三者評
価、国や地方公共団体の方針の把握・実行、避難訓練等の場所の提供に関する項目を
加え作成した。さらに、筆者は施設の利用者も地域住民として施設の行事に参加する
ことも重要であると考えることから、利用者の地域行事への参加の項目を加えた。以
上のような構成概念より今日の施設の社会化の指標として妥当性があると考える。作
成した四つの側面で構成した施設の社会化の調査項目を表１に記す。
Ⅳ．結果
１．対象者の属性
　対象者の属性についての詳細は表２に示すとおりである。性別「男性」が３４名
（４８．６％）、「女性」が３５名（５０．０％）とほぼ同数であった。対象者の年齢は「５０歳代
以上」が２６名（３７．１％）と最も多く、次いで「４０歳代」が２２名（３１．４％）となってい
た。最終学歴は「大学卒業」が３１名（４４．３％）と最も多く、次いで「短期大学（専門
学校含む）相当の学校の卒業」が２３名（３２．９％）となっていた。勤続年数は「２０年以
上」が２９名（４１．４％）と最も多く、次いで「１５年以上２０年未満」が１５名（２１．４％）、「１
年以上５年未満」が１２名（１７．１％）の順となっていた。ただし、現施設での勤務年数
なのかは定かではない。
２．施設の概要
　施設についての詳細は表３に示すとおりである。開設年については、最も多かった
のは「昭和」に開設した施設と「平成元年～１０年」に開設した施設が同数で２２名
（３１．４％）、最も少なかったのは「平成２１年～」で７名（１０．０％）であった。施設の利
用者人数については「８０～８９人」が３６名（５１．４％）と最も多く、次いで「９０人～」が
１９名（２７．１％）であった。構造については「従来型」が４１名（５８．６％）と最も多く、
次いで「ユニット型」１９名（２７．１％）、また、「従来型」と「ユニット型」の両方を有
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表２．対象者の属性（ｎ＝７０）
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しているのが９名（１２．９％）となっていた。従来型がユニット型のおよそ２倍となっ
ている。併設サービスについては「ショートステイ」が６３名（９１．３％）で最も多く、
次いで「デイサービス」が５１名（７３．９％）、「デイサービス」が併設してある施設は５０
名（７２．５％）が「ショートステイ」も併せて併設していた。他世代施設との併設・合
築・複合がされているかでは「ない」が６０名（８５．７％）、「ある」が８名（１１．４％）で
あり、その内訳は保育所が多く、その他は児童館・学童保育、障害者支援施設であっ
た。他機関との併設・合築・複合がされているかでは「ない」が６３名（９０％）、「ある」
が４名（５．７％）であり、その内訳は病院・医院が主で、他は老人保健施設、保健セ
ンターであった。地域住民や他施設の利用者等と交流するためのホールはあるかでは
「ある」が６０名（８５．７％）、「ない」が８名（１１．４％）で多くが交流のためのホールを
有していた。ボランティアコーディネートの担当職員はいるかでは「いる」が４３名
（６１．４％）、「いない」が２４名（３４．３％）で６割の施設にボランティアコーディネート
の担当職員が配置されていた。
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３．施設の社会化
　①　施設運営の社会化
　「施設運営の社会化」の回答分布は表４に示すとおりである。まず、「よく行っ
ている」に焦点を当ててみると「利用者の家族や知人の訪問を受け入れる」が６１名
（８７．１％）で最も多く、次いで「施設見学を受け入れる」が２８名（４０．０％）であった。
「ほとんど行っていない」に焦点を当ててみると「第三者評価の結果を公開する」
が５０名（７１．４％）と最も多く、次いで「施設の自己評価を公開する」が３８名（５４．３％）
となっていいた。
　②　ボランティアの受け入れ
　「ボランティアの受け入れ」の回答分布は表４に示すとおりである。まず、「よ
く行っている」では「衣類の補修、施設内清掃などのボランティアを受け入れる」
が２５名（３５．７％）で最も多く、次いで「理容のボランティアを受け入れる」が２１名
（３０．０％）であった。「ほとんど行っていない」に焦点を当ててみると「利用者の外
出を補助するボランティアを受け入れる」が５９名（８４．３％）と最も多く、次いで「理
容のボランティアを受け入れる」が３２名（４５．７％）となっていた。
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表４．施設の社会化の回答分布（ｎ＝７０）
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　③　施設備機能の地域開放
　「施設設備機能の地域開放」の回答分布は表４に示すとおりである。まず、「よ
く行っている」では、全体的に７名（１０％）以下となっていた。「ほとんど行って
いない」に焦点を当ててみると「地域住民に対して施設を避難訓練等の場所として
提供」が４６名（６５．７％）と最も多く、残り４項目については、４０名（５７．１％）、３９
名（５５．７％）とほぼ同数となっていた。
　④　利用者の生活圏の拡大
　「利用者の生活圏の拡大」の回答分布は表５に示すとおりである。まず、「よく
行っている」では、全体的に３名（４．３％）以下となっていた。「行っていない」で
は、「（利用者と一緒に）一泊程度の旅行」が６５名（９２．９％）、次いで「（利用者と一
緒に）日帰り程度の旅行」が４２名（６０．０％）であった。
４．多世代との交流
　多世代との交流についての回答分布は表６に示すとおりである。
　「併設・複合、合築施設や機関等との交流を行っている　※併設・複合、合築施設のみ
回答」では、１０名回答のうち「ほとんど行っていない」が２名（２０％）であった。
「近隣の他世代の施設、機関との交流を行っている（保育園、小学校、婦人会等）」で
は、「時々行っている」が３５名（５０．０％）、次いで「ほとんど行っていない」が２０名
（２８．６％）であった。
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ࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 㸦ࠖ28.6㸣㸧ࡢ 3 㡯┠ࡀ 3 ๭㹼4 ๭ࡢᅇ⟅࡛࠶ࡾࠊṧࡾࡢ 7
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Ⅴ．考察
１．施設の社会化について
　①　施設運営の社会化
　「施設運営の社会化」の回答については、１１項目中「よく行っている」では「利
用者の家族や知人の訪問を受け入れる」が８７．１％と最も高い割合で、次いで「施設
見学を受け入れる」（４０％）「地域の人たちにホームページやパンフレットなどを通
して施設を紹介する」３５．７％）、「家族のニーズを施設運営に反映している」
（２８．６％）の４項目が３割～４割の回答であり、残りの７項目については１．４％～
２４．３％の回答であった。利用者家族等に関連のある項目については比較的高い割合
であり、評価結果の公開等については比較的低い割合の回答であった。
　２０００年に行われた社会福祉基礎構造改革では基本的方向の一つとして情報公開等
による事業運営の透明性の確保が掲げられ、サービスの質向上に取り組むべく第三
者評価の導入やサービスに関する情報の開示、利用者等の意見反映の仕組みや第三
者機関による苦情処理、外部監査、行政による監査の重点化、効率化が求められた２５）。
サービス利用が機関委任事務による「措置」から利用者の自己選択・自己決定によ
る「契約」へとなり、施設側の情報や評価等の公開もより一層求められている。ま
た、今日の地域包括ケアを進める中で拠点となることが期待されている特別養護老
人ホームにおいては、地域住民を意識した施設運営の手腕が問われていると言える。
　②　ボランティアの受け入れ
　「ボランティアの受け入れ」の回答については、「利用者の外出を補助するボラ
ンティアを受け入れる」については「ほとんど行っていない」が８４．３％と高い割合
であるが、その他５項目中３項目については２０．６％～３８．６％であり、残りの１項目
である「理容のボランティアを受け入れる」では「ほとんど行っていない」が
４５．７％であるものの「よく行っている」については３０．０％と「清掃等ボランティア」
（３５．７％）に次いで５項目中２番目に高い割合であった。
　我が国においては、継続的なボランティア活動や地域住民が生きがいや自己主張
の場として活発に活動する意識は根付いているとは言えない。諸外国では、宗教的
な精神に基づく慈善的な活動や社会貢献により自分や属する組織の存在意義をア
ピールする意識が高く、社会福祉の分野においてもボランティアが重要な役割を
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担っている事例も多く存在する２６）。
　また、アンケート結果の「２．施設の概要」（表３）の「ボランティアコーディネー
トの担当職員はいますか」では「いる」が６１．４％で「いない」の３４．３％を上回る結
果であった。しかし、回答枠外に多数の付記があったことや筆者が勤務している短
大学生のボランティアの支援を行っている中で把握している事から言えることとし
てボランティア受付の窓口担当であるのが現状で、ボランティアを“コーディネー
ト”や“マネジメント”するという視点は弱いと言える。施設の社会化の観点から
捉えると、ボランティアが施設で活動することで利用者は新しい出会いや様々な人
間関係の中での暮らしが実現できること２７）や、また、地域住民がボランティアと
して施設で活動することで施設を閉ざされた・閉鎖的なイメージからの脱却や外部
の目があることで施設改善にも繋がり、開けた施設へと向かうことが期待できる。
そのためには、ボランティアをする側と受け入れ側のニーズをマッチさせる役割を
担うボランティアコーディネート（マネジメント）のあり方も課題となる。
　③　施設設備機能の地域開放
　「施設設備機能の地域開放」の回答については、５項目中「ほとんど行っていな
い」が５５．７％～６５．７％であり「時々行っている」が２５．７％～３４．３％であった。
　岡村重夫（１９７９）は、社会福祉施設とは地域社会の住民が共同して援助する行為
であって、地域社会から離れては成立しないものである。「社会福祉施設」とはこ
のような社会福祉的援助のために利用される設備であり、資源としての意味をもつ
ものであるから、当然、地域社会の施設であり、最初から地域社会化されたもので
あると述べている２８）。このことから考えると、社会福祉施設は本来、地域社会の資
源であるはずなのである。そうであるならば、社会福祉施設整備過程において作り
上げられた我が国の閉鎖的で地域社会から切り離されたものという施設が、原点に
立ち返り地域社会に存在する、地域住民も社会資源として活用することが当然であ
る、という認識が求められる。また、その社会福祉施設で働く専門的知識・技術を
持った職員の能力や施設の設備が地域社会へ活かされることが重要である。
　前述した大橋謙策の施設の地域化問題の四つの分類からいうと、②施設の地域
化、③施設職員の地域化、④機能の地域化の部分にあたる。②施設の地域化では、
入所者のプライバシーに配慮したうえで、地域住民と一緒に施設を利用活用するこ
とを提案し、施設に備え付けてある陶芸用の窯や園芸用の畑なども地域住民との交
流に活用することや、施設の園庭などを子どもの遊び場として提供することの重要
性を指摘している。③施設職員の地域化では、職員自身が地域住民として生活し、
自らのもつ知識と能力をボランティアとして活用することの観点から捉えている。
専門的力量をもった職員が、地域住民の在宅サービスや福祉意識を推進するための
ボランティア活動を行うことや、社会福祉に関わる相談を受けることの必要性や、
社会福祉実践の専門職である職員自身が厳しくとも地域での何らかの実践主体にな
る必要があることを指摘している。また、施設職員が施設所在地に居住し、地域感
覚、人間関係を含めて地域住民の理解を得られるための努力の必要性についても言
及している。④機能の地域化では、物的資源、人的資源を総合的に活用し、地域住
民の便に供すること、また、地域の行政と提携し、施設を福祉サービスの中心に据
えていくことを提案している２９）。このことからは、特に施設で働く職員一人ひとり
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の意識についても問われてくる。要するに施設の職員も地域住民の一人として、地
域社会に貢献する姿勢が求められると言うことである。
　④　利用者の生活圏の拡大
　「利用者の生活圏の拡大」の回答については、「行っていない」「ほとんど行って
いないの」の合計では「デパートやショッピングセンターでの買い物」「近所での
買い物」「散歩」についての３項目では４０％～５２．９％であったが、その他の５項目
については６４．２％～９７．２％であった。この結果から、利用者の生活圏拡大について
は十分な取組が行われていると言えない。また、「行っていない」の回答は「散歩」
が４．３％であったものの、その他の７項目については１０％以上であった。藤原慶二
（２００８）は、利用者の生活範囲の広範化について社会福祉の入所利用する施設はも
ともと「施設内で生活が完結することが可能」ということを前提として施設設備・
機能が整えられてきて、それが現在でも継続されていると示している。また、その
ように施設内で生活が完結できることは職員の立場から考えると安全・安心で、利
用者の危険も最小限なものとなると言うような、ハード面やリスク回避からの理由
となることも指摘している。しかし、それは利用者を主体に捉えたあり方ではなく、
限られた空間での生活になり今まで個々人が構築してきたものをはく奪され、さら
には人権を無視したものとなりかねない。現在の施設生活では、利用者の外出は限
られた条件や環境のもとでしか行われず「外出＝特別」なものとなっているとも述
べている３０）。
　施設がコミュニティとなるのではなく、地域に存在する生活の場となるためには
施設内で生活が完結するように整備するのではなく、地域の社会資源を日常的に利
用者が積極的に活用できるような支援を行うことが求められる。
おわりに
　２０００年の「社会福祉基礎構造改革」による法改正において、社会福祉法の第４条に
「地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行
う者は・・・省略・・・地域福祉の推進に努めなければならない」と明記されてから
１５年が過ぎている。ところが、今回の特別養護老人ホームにおける「施設の社会化」
の調査より、多くの特別養護老人ホームでは「地域福祉の推進」を意識した取り組み
を行っているとは言い難い結果であった。また、そこで暮らす高齢者の生活も地域に
根付いたものとなっているとは言えない結果であった。そこには、利用者の重度化、
施設の立地条件、介護報酬など予算上の問題、人材不足、人材の質、地域住民の意識
等の問題も挙げられるが３１）、特別養護老人ホームを運営する社会福祉法人の社会福祉
の担い手として地域社会を意識した取り組みを行うことへの認識が不足しているとい
うことが大きな課題であるといえる。
　本調査により抽出された「施設の社会化」についての課題は、①「施設運営の社会
化」については地域住民を意識した施設運営の欠如、②「ボランティア受け入れ」に
ついてはボランティアをする側である地域住民のニーズと受け入れ側のニーズをマッ
チさせるコーディネート（マネジメント）のあり方、③「施設設備機能の地域開放」
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については施設職員の社会福祉専門職としてや一人の地域住民として、地域社会・地
域住民に貢献する姿勢や意識の低さ、④「利用者の生活圏の拡大」については利用者
が日常的に地域の社会資源を活用できるような支援や環境整備である。
　多機関・職種との有機的な連携を図り進めることが重要となる地域包括ケアを推進
するうえで特別養護老人ホームが拠点となるためには、前提として、特別養護老人
ホームは非営利組織かつ社会福祉法人として地域社会を意識し、社会化・地域化され
た施設となることが求められるといえる。本研究では、調査結果より調査の属性であ
る相談員や施設の概要と「施設の社会化」との関係性についての分析まで至らなかっ
た。今後は、相談員や施設の概要と「施設の社会化」の関係性についての分析、施設
の意識改革の要となる施設長への意識の調査また、介護福祉士養成教育に携わってい
ることから介護福祉士に対しての施設の社会化・地域包括ケアに関する教育について
研究課題としていく。
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㸵㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࡢᢕᥱࡸࠊࡑࢀࡽ࡜ࡢពぢ஺᥮ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
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 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸮㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸯㸬฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸺࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ㸼 
㸯㸬⾰㢮ࡢ⿵ಟࠊ᪋タෆΎᤲ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬฼⏝⪅ࡢヰࡋ┦ᡭࠊ௓ㆤࡢᡭຓࡅ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬฼⏝⪅ࡢእฟࢆ⿵ຓࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬฼⏝⪅ࡢ㊃࿡࣭వᬤάື࡟㛵ࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
  
ฟ඾㸸ཌ⏕ປാ┬ࠕᆅᇦໟᣓࢣ࢔ࢩࢫࢸ࣒ࠖ11) 
 
 
 ௨ୖࡢࡼ࠺࡟ࠊࠕ་⒪ ࠖࠕ௓ㆤࠖศ㔝࡟࠾ࡅࡿㄢ㢟࡟ྲྀࡾ⤌ࡴ࡭ࡃᆅᇦ࡟ᛂࡌࡓᆅᇦໟᣓࢣ࢔
᥎㐍ࡢᚲせᛶࡀ♧ࡉࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊ୰࡛ࡶࠊࠕಖ㝤⤥௜࡟ಀࡿಖ೺་⒪ࢧ࣮ࣅࢫཬࡧ⚟♴ࢧ࣮ࣅࢫ
࡟㛵ࡍࡿ᪋⟇ࢆࠊ་⒪ཬࡧᒃఫ࡟㛵ࡍࡿ᪋⟇࡜ࡢ᭷ᶵⓗ࡞㐃ᦠࢆᅗࡾࡘࡘໟᣓⓗ࡟᥎㐍ࠖࡍࡿ
ࡓࡵࡢලయⓗ࡞᪉⟇ࢆᛮ᱌ࡍࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡜࡞ࡿࠋ 
 
ϩ ≉ู㣴ㆤ⪁ே࣮࣒࣍ࡢ♫఍໬࡟ࡘ࠸࡚

 ࠕ᪋タࡢ♫఍໬ࠖ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ᪋タࡀᩚഛࡉࢀ࡚ࡃࡿ㐣⛬࡛ࠊࡑࡢ᪋タࡢࡶࡘᵝࠎ࡞ᘢᐖ 12㸧
ࡢ୰࠿ࡽࠊ1970 ᖺ௦࡟┒ࢇ࡟ㄽ㆟ࡉࢀࡣࡌࡵࡓࠋ1969 ᖺ࡟ࡣᅜẸ⏕άᑂ㆟఍ࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕ၥ
㢟ᑠጤဨ఍ሗ࿌ࠕࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕̿̿̿̿⏕άࡢሙ࡟࠾ࡅࡿே㛫ᛶࡢᅇ᚟ࠖࡀฟࡉࢀࡓࠋࡇࢀࢆ
ዎᶵ࡟♫఍⚟♴ࡢศ㔝࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ1971ᖺ࡟ࡣ୰ኸ♫఍⚟♴ᑂ㆟఍ࡢ⟅⏦ࠕࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕ᙧᡂ
࡜♫఍⚟♴ࠖࡀฟࡏࢀࠊࠕ♫఍⚟♴ࡢᑐ㇟ࢆ཰ᐜ᪋タ࡟࠾࠸࡚ಖㆤࡍࡿࡔࡅ࡛࡞ࡃࠊᆅᇦ♫఍ࡍ
࡞ࢃࡕᒃᏯ࡟࠾࠸࡚ಖㆤࢆ⾜࠸ࠊࡑࡢᑐ㇟⪅ࡢ⬟ຊࡢࡼࡾ୍ᒙࡢ⥔ᣢⓎᒎࢆࡣ࠿ࢁ࠺࡜ࡍࡿࡶ
ࡢࠖ࡜ࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕ࢣ࢔࡟ࡘ࠸࡚ᤊ࠼࡚ࡽࢀ࡚࠸ࡿ 13㸧ࠋࡲࡓࠊࡇࡢ᫬ᮇࡣ͆ே㛫ࡽࡋ࠸ᬽࡽࡋ
࡜ࡣ͇͆ ᆅᇦࡢ୰࡛ᵝࠎ࡞㛵ࢃࡾࡢ୰࡛ᬽࡽࡍࡇ࡜ࡢ㔜せᛶ ࢆ͇ㄆ㆑ࡉࡏࡿࣀ࣮࣐ࣛ࢖ࢮ࣮ࢩࣙ
ࣥࡢᐇ⌧࡬ྥࡅࡓ⪃࠼᪉࡜┦ࡲࡗ࡚ࠊࡇࢀࡲ࡛ࡢ᪋タ཰ᐜ୰ᚰࡢࢣ࢔ࡢ࠶ࡾ᪉ࢆၥ࠸┤ࡋࠊࢥ
࣑ࣗࢽࢸ࢕ࢣ࢔ࡢ⪃࠼᪉࡟ᇶ࡙࠸࡚᪋タࡸࢧ࣮ࣅࢫࡢ࠶ࡾ᪉ࢆ⪃࠼࡚࠸ࡇ࠺࡜࠸࠺ὶࢀࡢጞࡲ
ᅇ⟅࢝ࢸࢦࣜ
㉁ၥ㡯┠ ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ ᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ
㸦ᖺ࡟ᩘᅇ⛬ᗘ௨ୗ㸧 㸦᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ㸧 㸦㐌࡟ᅇ௨ୖ㸧
㸯㸬ేタ࣭」ྜࠊྜ⠏᪋タࡸᶵ㛵➼࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
ࠉࠉͤేタ࣭」ྜࠊྜ⠏᪋タࡢࡳᅇ⟅
㸰㸬㏆㞄ࡢ௚ୡ௦ࡢ᪋タࠊᶵ㛵࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
ࠉࠉ㸦ಖ⫱ᅬࠊᑠᏛᰯࠊ፬ே఍➼㸧
༢఩㸸ྡ㸦㸣㸧
⾲㻢䚷ከୡ௦䛸䛾஺ὶ䛾ᅇ⟅ศᕸ䚷䠄㼚䠙㻣㻜䠅



Ϭ㸬⪃ᐹ

 㸯㸬᪋タࡢ♫఍໬࡟ࡘ࠸࡚ 
 ձ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬ 
 ࠕ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬ࠖࡢᅇ⟅࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ11㡯┠୰ࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ࡛ࠖࡣࠕ฼⏝⪅ࡢᐙ᪘
ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿ ࠖࡀ 87.1㸣࡜᭱ࡶ㧗࠸๭ྜ࡛ࠊḟ࠸ ࡛ࠕ᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿ㸦ࠖ40㸣㸧
ࠕᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࡸࣃࣥࣇࣞࢵࢺ࡞࡝࠾㏻ࡋ࡚᪋タࢆ⤂௓ࡍࡿ 3ࠖ5.7㸣㸧ࠕᐙ᪘ࡢ
ࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 㸦ࠖ28.6㸣㸧ࡢ 3 㡯┠ࡀ 3 ๭㹼4 ๭ࡢᅇ⟅࡛࠶ࡾࠊṧࡾࡢ 7
㡯┠࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 1.4㸣㹼24.3㸣ࡢᅇ⟅࡛࠶ࡗࡓࠋ฼⏝⪅ᐙ᪘➼࡟㛵㐃ࡢ࠶ࡿ㡯┠࡟ࡘ࠸࡚ࡣẚ
㍑ⓗ㧗࠸๭ྜ࡛࠶ࡾࠊホ౯⤖ᯝࡢබ㛤➼࡟ࡘ࠸࡚ࡣẚ㍑ⓗప࠸๭ྜࡢᅇ⟅࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 2000 ᖺ࡟⾜ࢃࢀࡓ♫఍⚟♴ᇶ♏ᵓ㐀ᨵ㠉࡛ࡣᇶᮏⓗ᪉ྥࡢ୍ࡘ࡜ࡋ࡚᝟ሗබ㛤➼࡟ࡼࡿ஦
ᴗ㐠Ⴀࡢ㏱᫂ᛶࡢ☜ಖࡀᥖࡆࡽࢀࠊࢧ࣮ࣅࢫࡢ㉁ྥୖ࡟ྲྀࡾ⤌ࡴ࡭ࡃ➨୕⪅ホ౯ࡢᑟධࡸࢧ࣮
ࣅࢫ࡟㛵ࡍࡿ᝟ሗࡢ㛤♧ࠊ฼⏝⪅➼ࡢពぢ཯ᫎࡢ௙⤌ࡳࡸ➨୕⪅ᶵ㛵࡟ࡼࡿⱞ᝟ฎ⌮ࠊእ㒊┘
ᰝࠊ⾜ᨻ࡟ࡼࡿ┘ᰝࡢ㔜Ⅼ໬ࠊຠ⋡໬ࡀồࡵࡽࢀࡓ 25㸧ࠋࢧ࣮ࣅࢫ฼⏝ࡀᶵ㛵ጤ௵஦ົ࡟ࡼࡿࠕᥐ
⨨ࠖ࠿ࡽ฼⏝⪅ࡢ⮬ᕫ㑅ᢥ࣭⮬ᕫỴᐃ࡟ࡼࡿࠕዎ⣙ࠖ࡬࡜࡞ࡾࠊ᪋タഃࡢ᝟ሗࡸホ౯➼ࡢබ㛤
ࡶࡼࡾ୍ᒙồࡵࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋࡲࡓࠊ௒᪥ࡢᆅᇦໟᣓࢣ࢔ࢆ㐍ࡵࡿ୰࡛ᣐⅬ࡜࡞ࡿࡇ࡜ࡀᮇᚅࡉ
ࢀ࡚࠸ࡿ≉ู㣴ㆤ⪁ே࣮࣒࣍࡟࠾࠸࡚ࡣࠊᆅᇦఫẸࢆព㆑ࡋࡓ᪋タ㐠Ⴀࡢᡭ⭎ࡀၥࢃࢀ࡚࠸ࡿ
࡜ゝ࠼ࡿࠋ 
 
 ղ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ 
ࠕ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ ࡢࠖᅇ⟅࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊࠕ฼⏝⪅ࡢእฟࢆ⿵ຓࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅ
ධࢀࡿࠖ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖࡀ 84.3㸣࡜㧗࠸๭ྜ࡛࠶ࡿࡀࠊࡑࡢ௚ 5㡯┠୰
3㡯┠࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 20.6㸣㹼38.6㸣࡛࠶ࡾࠊṧࡾࡢ 1㡯┠࡛࠶ࡿࠕ⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධ
ࢀࡿ࡛ࠖࡣࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖࡀ 45.7㸣࡛࠶ࡿࡶࡢࡢࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ
30.0㸣࡜ࠕΎᤲ➼࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ 㸦ࠖ35.7㸣㸧࡟ḟ࠸࡛ 5㡯┠୰ 2␒┠࡟㧗࠸๭ྜ࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 ᡃࡀᅜ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ⥅⥆ⓗ࡞࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔άືࡸᆅᇦఫẸࡀ⏕ࡁࡀ࠸ࡸ⮬ᕫ୺ᙇࡢሙ࡜ࡋ࡚
άⓎ࡟άືࡍࡿព㆑ࡣ᰿௜࠸࡚࠸ࡿ࡜ࡣゝ࠼࡞࠸ࠋㅖእᅜ࡛ࡣࠊ᐀ᩍⓗ࡞⢭⚄࡟ᇶ࡙ࡃឿၿⓗ
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໅ົᖺᩘ 㸯ᖺ௨ୖ㸳ᖺᮍ‶ 㸦㸧
㸳ᖺ௨ୖ㸯㸮ᖺᮍ‶ 㸦㸧
㸯㸮ᖺ௨ୖ㸯㸳ᖺᮍ‶ 㸦㸧
㸯㸳ᖺ௨ୖ㸰㸮ᖺᮍ‶ 㸦㸧
㸰㸮ᖺ௨ୖ 㸦㸧
⾲㻞㻌ᑐ㇟⪅䛾ᒓᛶ䚷䠄㼚䠙㻣㻜䠅







㛤タᖺ ᫛࿴ 㸦㸧
ᖹᡂඖᖺ㹼ᖺ 㸦㸧
ᖹᡂᖺ㹼ᖺ 㸦㸧
ᖹᡂᖺ㹼 㸦㸧
฼⏝⪅ேᩘ 㹼ே 㸦㸧
㹼ே 㸦㸧
㹼ே 㸦㸧
ே㹼 㸦㸧
ᵓ㐀 ᚑ᮶ᆺ 㸦㸧
ᚑ᮶ᆺ࣭ࣘࢽࢵࢺᆺ 㸦㸧
ࣘࢽࢵࢺᆺ 㸦㸧
ేタࢧ࣮ࣅࢫ ࡞࠸ 㸦㸧
ࢹ࢖ࢧ࣮ࣅࢫ 㸦㸧
ࢩ࣮ࣙࢺࢫࢸ࢖ 㸦
ࢢ࣮ࣝࣉ࣮࣒࣍ 㸦㸧
ࡑࡢ௚ 㸦㸧
௚ୡ௦᪋タࡢేタ➼ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
௚ᶵ㛵࡜ࡢేタ➼ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
஺ὶ࣮࣍ࣝࡢ᭷↓ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
࠸ࡿ 㸦㸧
࠸࡞࠸ 㸦㸧
࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢺ
ࡢᢸᙜ⫋ဨࡢ᭷↓
⾲㻟䚷᪋タ䛾ᴫせ䚷䠄㼚䠙㻣㻜䠅


㸱㸬 ᪋タࡢ♫఍໬
ձ ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬
 ࠕ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬ࠖࡢᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡲࡎࠊࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ࡟↔
Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ࡜ࠕ฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛᭱ࡶከࡃࠊ
ḟ࠸࡛ࠕ᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖ࡟↔
Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ࡜ࠕ➨୕⪅ホ౯ࡢ⤖ᯝࢆබ㛤ࡍࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜᭱ࡶከࡃࠊḟ࠸࡛ࠕ᪋
タࡢ⮬ᕫホ౯ࢆබ㛤ࡍࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜࡞ࡗ࡚࠸࠸ࡓࠋ
ղ ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ
ࠕ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ ࡢࠖᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡲࡎࠊࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ
࡛ࡣࠕ⾰㢮ࡢ⿵ಟࠊ᪋タෆΎᤲ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛᭱ࡶከ
ࡃࠊḟ࠸࡛ࠕ⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ
࡚࠸࡞࠸ࠖ࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ࡜ࠕ฼⏝⪅ࡢእฟࢆ⿵ຓࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ 
ྡ㸦㸣㸧࡜᭱ࡶከࡃࠊḟ࠸࡛ࠕ⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜࡞
ࡗ࡚࠸ࡓࠋ
ճ ᪋タഛᶵ⬟ࡢᆅᇦ㛤ᨺ
ࠕ᪋タタഛᶵ⬟ࡢᆅᇦ㛤ᨺ ࡢࠖᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡲࡎࠊࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ
࡛ࡣࠊ඲యⓗ࡟  ྡ㸦㸣㸧௨ୗ࡜࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖ࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ
࡜ࠕᆅᇦఫẸ࡟ᑐࡋ࡚᪋タࢆ㑊㞴カ⦎➼ࡢሙᡤ࡜ࡋ࡚ᥦ౪ࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜᭱ࡶከࡃࠊṧ
ࡾ  㡯┠࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ ྡ㸦㸣㸧ࠊ ྡ㸦㸣㸧࡜࡯ࡰྠᩘ࡜࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋ
մ ฼⏝⪅ࡢ⏕άᅪࡢᣑ኱
 ࠕ฼⏝⪅ࡢ⏕άᅪࡢᣑ኱ࠖࡢᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡲࡎࠊࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ
࡛ࡣࠊ඲యⓗ࡟  ྡ㸦㸣㸧௨ୗ࡜࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋࠕ⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸࡛ࠖࡣࠊࠕ㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧
୍Ἡ⛬ᗘࡢ᪑⾜ࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧ࠊḟ࠸࡛ࠕ㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧᪥ᖐࡾ⛬ᗘࡢ᪑⾜ࠖࡀ  ྡ
㸦㸣㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ

㸲㸬 ከୡ௦࡜ࡢ஺ὶ
ከୡ௦࡜ࡢ஺ὶ࡟ࡘ࠸࡚ࡢᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋ
ࠕేタ࣭」ྜྜࠊ ⠏᪋タࡸᶵ㛵➼࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ͤేタ࣭」ྜࠊྜ⠏᪋タࡢࡳᅇ⟅࡛ࠖࡣࠊ
 ྡᅇ⟅ࡢ࠺ࡕࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ
ࠕ㏆㞄ࡢ௚ୡ௦ࡢ᪋タࠊᶵ㛵࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ㸦ಖ⫱ᅬࠊᑠᏛᰯࠊ፬ே఍➼㸧ࠖ ࡛ࡣࠊࠕ᫬ࠎ
⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ࠖࡀ  㸦ྡ㸣㸧ࠊḟ࠸ ࡛ࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ ࠖࡀ  㸦ྡ㸣㸧࡛ ࠶ࡗࡓࠋ

ᅇ⟅࢝ࢸࢦࣜ
࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ ᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ
㸦ᖺ࡟ᩘᅇ⛬ᗘ௨ୗ㸧 㸦᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ㸧 㸦㐌࡟ᅇ௨ୖ㸧
㸯㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕࢆᆅᇦ⾜஦࡟ᣍᚅࡍࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸰㸬᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸱㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࡸࣃࣥࣇࣞࢵࢺ࡞࡝ࢆ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
ࠉࠉ㏻ࡋ࡚᪋タࢆ⤂௓ࡍࡿ
㸲㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟ྍ⬟࡞㝈ࡾࠊண⟬࣭Ỵ⟬ࡢᴫせࢆ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
ࠉࠉබ⾲ࡋࡓࡾࠊே஦࡞࡝ࡢ᝟ሗࢆබ㛤ࡍࡿ
㸳㸬᪋タࡢ⮬ᕫホ౯ࢆබ㛤ࡍࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸴㸬➨୕⪅ホ౯ࡢ⤖ᯝࢆබ㛤ࡍࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸵㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࡸࠊࡑࢀࡽ࡜ࡢពぢ஺᥮ࢆ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
ࠉࠉ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ
㸶㸬ᐙ᪘ࡢࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸷㸬ᆅᇦఫẸࡢ⚟♴ࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸯㸮㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㸯㸯㸬฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿ 㸦㸧 㸦㸧 㸦㸧
㉁ၥ㡯┠
⾲㻠䚷᪋タ䛾♫఍໬䛾ᅇ⟅ศᕸ䚷䠄㼚䠙㻣㻜䠅
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

᪋タࡢ♫఍໬࡟㛵ࡍࡿ࢔ࣥࢣ࣮ࢺ
 
Ϩ㸬࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢ࡟ࠐࢆࡋ࡚ࡃࡔࡉ࠸ࠋ
㸯࣭ᛶู      㸯㸧⏨ᛶ  㸰㸧ዪᛶ 
 
㸰㸬ᖺ㱋      㸯㸧㸰㸮ṓ௦  㸰㸧㸱㸮ṓ௦  㸱㸧㸲㸮ṓ௦  㸲㸧㸳㸮ṓ௦௨ୖ 
 
㸱㸬᭱⤊ᏛṔ    㸯㸧୰Ꮫ┦ᙜࡢᏛᰯࡢ༞ᴗ  㸰㸧㧗➼Ꮫᰯ┦ᙜࡢᏛᰯࡢ༞ᴗ 
           㸱㸧▷ᮇ኱Ꮫ㸦ᑓ㛛Ꮫᰯྵࡴ㸧┦ᙜࡢᏛᰯࡢ༞ᴗ 
           㸲㸧኱Ꮫ༞ᴗ  㸳㸧኱Ꮫ㝔༞ᴗ 
 
㸲㸬໅ົᖺᩘ    㸯㸧㸯ᖺᮍ‶  㸰㸧㸯ᖺ௨ୖ㸳ᖺᮍ‶  㸱㸧㸳ᖺ௨ୖ㸯㸮ᖺᮍ‶ 
           㸲㸧㸯㸮ᖺ௨ୖ㸯㸳ᖺᮍ‶  㸳㸧㸯㸳ᖺ௨ୖ㸰㸮ᖺᮍ‶ 
           㸴㸧㸰㸮ᖺ௨ୖ 
 
ϩ㸬᪋タ࡟ࡘ࠸࡚࠾⟅࠼ࡃࡔࡉ࠸ࠋ
㸯㸬㛤タࡣఱᖺ࡛ࡍ࠿ࠋ 㸦᫛࿴࣭ᖹᡂ     ᖺ㸧 
㸰㸬᪋タࡢ฼⏝⪅ேᩘࡣఱྡ࡛ࡍ࠿ࠋ  㸦     㸧ྡ 
㸱㸬ᵓ㐀࡟ࡘ࠸࡚࠾⟅࠼ࡃࡔࡉ࠸ࠋ   
㸯㸧ᚑ᮶ᆺ  㸰㸧ࣘࢽࢵࢺᆺ  㸱㸧ࡑࡢ௚㸦      㸧 
 㸲㸬ేタࡢࢧ࣮ࣅࢫࡣ࠶ࡾࡲࡍ࠿㸽 
   㸯㸧࡞࠸  㸰㸧ࢹ࢖ࢧ࣮ࣅࢫ  㸱㸧ࢩ࣮ࣙࢺࢫࢸ࢖  㸲㸧ࢢ࣮ࣝࣉ࣮࣒࣍  㸳㸧ࡑࡢ௚ 
㸳㸬௚ୡ௦ࡢ᪋タ㸦ᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᅬ➼㸧࡜ࡢేタ࣭ྜ⠏ࠊ」ྜࡀࡉࢀ࡚࠸ࡲࡍ࠿㸽 
   㸯㸧ࡣ࠸   㸰㸧࠸࠸࠼ 
㸳㸫ձ㸬ࡣ࠸࡜⟅࠼ࡓ᪉࡟㉁ၥ࡛ࡍࠋ࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢ࡟ࠐࢆࡋ࡚ࡃࡔࡉ࠸ࠋ 
      㸯㸧ేタ   㸰㸧ྜ⠏ࠊ」ྜ   㸱㸧ࡑࡢ௚㸦      㸧 
㸳㸫ղ㸬ࡣ࠸࡜⟅࠼ࡓ᪉࡟㉁ၥ࡛ࡍࠋ௚ୡ௦᪋タࡢ✀ู࡟ࡘ࠸࡚࠾⟅࠼ࡃࡔࡉ࠸ࠋ 
㸦             㸧౛㸧ಖ⫱ᅬ࡞࡝ 
 㸴㸬௚ᶵ㛵➼㸦⑓㝔ࠊᙺᡤ➼㸧࡜ࡢేタ࣭ྜ⠏ࠊ」ྜࡀࡉࢀ࡚࠸ࡲࡍ࠿㸽 
   㸯㸧ࡣ࠸   㸰㸧࠸࠸࠼ 
㸴㸫ձ㸬ࡣ࠸࡜⟅࠼ࡓ᪉࡟㉁ၥ࡛ࡍࠋ࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢࢆ࠾⟅࠼ࡃࡔࡉ࠸ࠋ 
      㸯㸧ేタ   㸰㸧ྜ⠏ࠊ」ྜ   㸱㸧ࡑࡢ௚㸦      㸧 
㸴㸫ղ㸬ࡣ࠸࡜⟅࠼ࡓ᪉࡟㉁ၥ࡛ࡍࠋ௚ᶵ㛵➼ࡢ✀ู࡟ࡘ࠸࡚࠾⟅࠼ࡃࡔࡉ࠸ࠋ 
㸦             㸧౛㸧⑓㝔࡞࡝ 
 㸵㸬ᆅᇦఫẸ➼ࡸ௚᪋タࡢ฼⏝⪅➼࡜ࡢ஺ὶࡍࡿࡓࡵࡢ࣮࣍ࣝࡣ࠶ࡾࡲࡍ࠿㸽 
   㸯㸧ࡣ࠸   㸰㸧࠸࠸࠼ 
 㸶㸬࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢺࡢᢸᙜ⫋ဨࡣ࠸ࡲࡍ࠿㸽 
   㸯㸧ࡣ࠸   㸰㸧࠸࠸࠼ 

Ϫ㸬᪋タࡢ♫఍໬࡟ࡘ࠸࡚࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢ࡟ࠐࢆࡋ࡚ࡃࡔࡉ࠸ࠋ
㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸸 ᖺ࡟ᩘᅇ⛬ᗘ௨ୗ 
㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 ᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ 
㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 㐌࡟㸯ᅇ௨ୖ  
㸺᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬㸼 
㸯㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕࢆ᪋タ⾜஦࡟ᣍᚅࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࡸࣃࣥࣇࣞࢵࢺ࡞࡝ࢆ㏻ࡋ࡚᪋タࢆ⤂௓ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟ྍ⬟࡞࠿ࡂࡾࠊண⟬࣭Ỵ⟬ࡢᴫせࢆබ⾲ࡋࡓࡾࠊே஦࡞࡝ࡢ᝟ሗࢆබ㛤ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬᪋タࡢ⮬ᕫホ౯ࢆබ㛤ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸴㸬➨୕⪅ホ౯ࡢ⤖ᯝࢆබ㛤ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸵㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࡢᢕᥱࡸࠊࡑࢀࡽ࡜ࡢពぢ஺᥮ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸶㸬ᐙ᪘ࡢࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸷㸬ᆅᇦఫẸࡢ⚟♴ࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸮㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸯㸬฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸺࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ㸼 
㸯㸬⾰㢮ࡢ⿵ಟࠊ᪋タෆΎᤲ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬฼⏝⪅ࡢヰࡋ┦ᡭࠊ௓ㆤࡢᡭຓࡅ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬฼⏝⪅ࡢእฟࢆ⿵ຓࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬฼⏝⪅ࡢ㊃࿡࣭వᬤάື࡟㛵ࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 


㸺᪋タタഛᶵ⬟ࡢᆅᇦ㛤ᨺ㸼 
㸯㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟఍㆟ᐊࡸ࣮࣍ࣝࢆᥦ౪ࡋࡓࡾഛရࢆᥦ౪ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬ᆅᇦάືࡸᆅᇦࡢ⾜஦࡟ᑐࡋ࡚ࠊ⫋ဨࡢᑓ㛛ⓗᢏ⬟ࢆᥦ౪ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬᪋タ࡛ࡢㅮ⩦఍㸦௓ㆤ᪉ἲ➼㸧ࡢ㛤ദ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬ᆅᇦఫẸ࡟ᑐࡋ࡚᪋タࢆ㑊㞴カ⦎➼ࡢሙᡤ࡜ࡋ࡚ᥦ౪ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬ᆅᇦఫẸࡶཧຍ࡛ࡁࡿ┅㋀ࡾ㸦⚍ࡾ㸧➼ࡢ⾜஦ࢆᐇ᪋ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸺฼⏝⪅ࡢ⏕άᅪࡢᣑ኱㸼 
㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 
㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸸 ᖺ࡟ᩘᅇ⛬ᗘ 
㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 ᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ 
㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 㐌࡟㸯ᅇ௨ୖ  
 㸯㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧୍Ἡ⛬ᗘࡢ᪑⾜ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸰㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧᪥ᖐࡾ⛬ᗘࡢ᪑⾜ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸱㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ፗᴦ᪋タࢆ฼⏝ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸲㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ࢹࣃ࣮ࢺࡸࢩࣙࢵࣆࣥࢢࢭࣥࢱ࣮࡛ࡢ㈙࠸≀ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸳㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧㏆ᡤ࡛ࡢ㈙࠸≀ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸴㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧እ㣗ࡍࡿ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸵㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧㏆ᡤ࡛ࡢᩓṌ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸶㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ᆅᇦࡢ⾜஦࡟ཧຍ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 
 ϫ㸬ከୡ௦࡜ࡢ஺ὶࡢ≧ἣ࡟ࡘ࠸࡚࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢ࡟ࠐࢆࡋ࡚ࡃࡔࡉ࠸ࠋ
㸯㸬ేタ࣭」ྜ࣭ྜ⠏᪋タࡸᶵ㛵➼࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ͤేタ࣭」ྜ࣭ྜ⠏᪋タࡢࡳᅇ⟅ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬㏆㞄ࡢ௚ୡ௦ࡢ᪋タࠊᶵ㛵࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ㸦ಖ⫱ᅬࠊᑠᏛᰯࠊ፬ே఍➼㸧 
㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㹼 ࡈ༠ຊ࠶ࡾࡀ࡜࠺ࡈࡊ࠸ࡲࡋࡓࠋ㹼
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㛤タᖺ ᫛࿴ 㸦㸧
ᖹᡂඖᖺ㹼ᖺ 㸦㸧
ᖹᡂᖺ㹼ᖺ 㸦㸧
ᖹᡂᖺ㹼 㸦㸧
฼⏝⪅ேᩘ 㹼ே 㸦㸧
㹼ே 㸦㸧
㹼ே 㸦㸧
ே㹼 㸦㸧
ᵓ㐀 ᚑ᮶ᆺ 㸦㸧
ᚑ᮶ᆺ࣭ࣘࢽࢵࢺᆺ 㸦㸧
ࣘࢽࢵࢺᆺ 㸦㸧
ేタࢧ࣮ࣅࢫ ࡞࠸ 㸦㸧
ࢹ࢖ࢧ࣮ࣅࢫ 㸦㸧
ࢩ࣮ࣙࢺࢫࢸ࢖ 㸦
ࢢ࣮ࣝࣉ࣮࣒࣍ 㸦㸧
ࡑࡢ௚ 㸦㸧
௚ୡ௦᪋タࡢేタ➼ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
௚ᶵ㛵࡜ࡢేタ➼ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
஺ὶ࣮࣍ࣝࡢ᭷↓ ࠶ࡿ 㸦㸧
࡞࠸ 㸦㸧
࠸ࡿ 㸦㸧
࠸࡞࠸ 㸦㸧
࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢺ
ࡢᢸᙜ⫋ဨࡢ᭷↓
⾲㻟䚷᪋タ䛾ᴫせ䚷䠄㼚䠙㻣㻜䠅


㸱㸬 ᪋タࡢ♫఍໬
ձ ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬
 ࠕ᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬ࠖࡢᅇ⟅ศᕸࡣ⾲  ࡟♧ࡍ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡲࡎࠊࠕࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠖ࡟↔
Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ࡜ࠕ฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛᭱ࡶከࡃࠊ
ḟ࠸࡛ࠕ᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࠕ࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠖ࡟↔
Ⅼࢆᙜ࡚࡚ࡳࡿ࡜ࠕ➨୕⪅ホ౯ࡢ⤖ᯝࢆබ㛤ࡍࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜᭱ࡶከࡃࠊḟ࠸࡛ࠕ᪋
タࡢ⮬ᕫホ౯ࢆබ㛤ࡍࡿࠖࡀ  ྡ㸦㸣㸧࡜࡞ࡗ࡚࠸࠸ࡓࠋ
ղ ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ
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㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 ᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ 
㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 㐌࡟㸯ᅇ௨ୖ  
㸺᪋タ㐠Ⴀࡢ♫఍໬㸼 
㸯㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕࢆ᪋タ⾜஦࡟ᣍᚅࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬᪋タぢᏛࢆཷࡅධࢀࡿ 
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㸶㸬ᐙ᪘ࡢࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸷㸬ᆅᇦఫẸࡢ⚟♴ࢽ࣮ࢬࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸮㸬ᅜࡸᆅ᪉බඹᅋయࡢ᪉㔪ࢆ᪋タ㐠Ⴀ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸯㸯㸬฼⏝⪅ࡢᐙ᪘ࡸ▱ேࡢゼၥࢆཷࡅධࢀࡿ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸺࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࡢཷࡅධࢀ㸼 
㸯㸬⾰㢮ࡢ⿵ಟࠊ᪋タෆΎᤲ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬฼⏝⪅ࡢヰࡋ┦ᡭࠊ௓ㆤࡢᡭຓࡅ࡞࡝ࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬฼⏝⪅ࡢእฟࢆ⿵ຓࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬⌮ᐜࡢ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬฼⏝⪅ࡢ㊃࿡࣭వᬤάື࡟㛵ࡍࡿ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆཷࡅධࢀࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 


㸺᪋タタഛᶵ⬟ࡢᆅᇦ㛤ᨺ㸼 
㸯㸬ᆅᇦࡢேࡓࡕ࡟఍㆟ᐊࡸ࣮࣍ࣝࢆᥦ౪ࡋࡓࡾഛရࢆᥦ౪ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬ᆅᇦάືࡸᆅᇦࡢ⾜஦࡟ᑐࡋ࡚ࠊ⫋ဨࡢᑓ㛛ⓗᢏ⬟ࢆᥦ౪ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸱㸬᪋タ࡛ࡢㅮ⩦఍㸦௓ㆤ᪉ἲ➼㸧ࡢ㛤ദ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸲㸬ᆅᇦఫẸ࡟ᑐࡋ࡚᪋タࢆ㑊㞴カ⦎➼ࡢሙᡤ࡜ࡋ࡚ᥦ౪ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸳㸬ᆅᇦఫẸࡶཧຍ࡛ࡁࡿ┅㋀ࡾ㸦⚍ࡾ㸧➼ࡢ⾜஦ࢆᐇ᪋ࡍࡿ 
 㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸺฼⏝⪅ࡢ⏕άᅪࡢᣑ኱㸼 
㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 
㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸸 ᖺ࡟ᩘᅇ⛬ᗘ 
㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 ᭶࡟㸯ᅇ௨ୖ 
㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ    㸸 㐌࡟㸯ᅇ௨ୖ  
 㸯㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧୍Ἡ⛬ᗘࡢ᪑⾜ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸰㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧᪥ᖐࡾ⛬ᗘࡢ᪑⾜ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸱㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ፗᴦ᪋タࢆ฼⏝ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸲㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ࢹࣃ࣮ࢺࡸࢩࣙࢵࣆࣥࢢࢭࣥࢱ࣮࡛ࡢ㈙࠸≀ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸳㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧㏆ᡤ࡛ࡢ㈙࠸≀ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸴㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧እ㣗ࡍࡿ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸵㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧㏆ᡤ࡛ࡢᩓṌ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 㸶㸬㸦฼⏝⪅࡜୍⥴࡟㸧ᆅᇦࡢ⾜஦࡟ཧຍ 
    㸯㸧⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸰㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸ 㸱㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 㸲㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
 
 ϫ㸬ከୡ௦࡜ࡢ஺ὶࡢ≧ἣ࡟ࡘ࠸࡚࠶࡚ࡣࡲࡿࡶࡢ࡟ࠐࢆࡋ࡚ࡃࡔࡉ࠸ࠋ
㸯㸬ేタ࣭」ྜ࣭ྜ⠏᪋タࡸᶵ㛵➼࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ ͤేタ࣭」ྜ࣭ྜ⠏᪋タࡢࡳᅇ⟅ 
   㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㸰㸬㏆㞄ࡢ௚ୡ௦ࡢ᪋タࠊᶵ㛵࡜ࡢ஺ὶࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ㸦ಖ⫱ᅬࠊᑠᏛᰯࠊ፬ே఍➼㸧 
㸯㸧࡯࡜ࢇ࡝⾜ࡗ࡚࠸࡞࠸  㸰㸧᫬ࠎ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ  㸱㸧ࡼࡃ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ 
㹼 ࡈ༠ຊ࠶ࡾࡀ࡜࠺ࡈࡊ࠸ࡲࡋࡓࠋ㹼
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地域包括ケア推進と特別養護老人ホームの社会化（下村）

